
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の

手
当
が
あ
り
ま
す

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
方
に
は
送
付

し
ま
す
の
で
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
方

▼
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居
さ
れ

て
い
る
方

▼
配
偶
者
の
暴
力
な
ど
に
よ
り
、
住
民

票
の
住
所
地
が
米
子
市
と
異
な
る
方

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
去

勢
手
術
費
用
の
一
部
を
補
助

補
助
金
額
を
増
額
し
、
電
子
申
請
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器（
は

か
り
）は
、
正
確
性
を
確
認
す
る
た
め

県
が
行
う
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
計
量
器
を
お

持
ち
の
方
は
、受
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
日
／
実
施
場
所

▼
５
月
31
日
㈫
／
淀
江
公
民
館

▼
６
月
３
日
㈮
／
大
篠
津
公
民
館

▼
６
月
７
日
㈫
／
尚
徳
公
民
館

▼
６
月
10
日
㈮
／
巌
公
民
館

▼
６
月
14
日
㈫
／
和
田
公
民
館

▼
６
月
17
日
㈮
／
彦
名
公
民
館

▼
６
月
21
日
㈫
／
富
益
公
民
館

●
実
施
時
間

い
ず
れ
も
午
前
11
時
～
午
後
４
時

※
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
は
、
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
他
の

検
査
会
場
で
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

問
商
工
課
（
☎
23
―
５
２
１
９
、

23
―
５
３
５
４
）

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査

制
度
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
補
助
金
額
（
１
頭
に
つ
き
）

手
術
費
用
の
全
額
（
上
限
１
万
円
）

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

※
手
術
前
に
申
請
が
必
要

●
交
付
申
請
方
法

▼
窓
口
申
請　
環
境
政
策
課
（
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
２
階
）
か
市
民
二
課
（
市

役
所
本
庁
舎
１
階
）
に
申
請
書
を
提
出

▼
電
子
申
請　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
）

※
窓
口
申
請
の
場
合
は
本
人
確
認
書
類

（
免
許
証
な
ど
）
の
提
示
が
必
要

※
一
度
に
申
請
で
き
る
の
は
５
頭
ま
で

※
実
績
報
告
後
は
新
た
な
申
請
可

※
手
術
は
交
付
決
定
日
か
ら
60
日
以

内
、
実
績
報
告
書
の
提
出
は
手
術
後
30

日
以
内

問
環
境
政
策
課（
☎
23
―
５
２
５
７
、

23
―
５
２
５
８
）

児
童
手
当
の
現
況
届
の

提
出
が
必
要
な
方

▼
支
給
要
件
児
童
の
住
民
票
が
米
子
市

に
無
い
方

▼
法
人
で
あ
る
未
成
年
後
見
人
、施
設・

里
親
の
受
給
者
の
方

▼
そ
の
他
、
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
方

問
こ
ど
も
支
援
課（
☎
23
―
５
１
３
５
、

23
―
５
１
３
７
）

障
が
い
の
あ
る
方
や
障
が
い
の
あ
る
児

童
を
扶
養
す
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当

が
あ
り
ま
す
。

●
特
別
障
害
者
手
当

▼
対
象　
在
宅
で
重
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
方
（
３
か
月

以
上
継
続
し
て
入
院
ま
た
は
施
設
に
入

所
し
て
い
る
方
は
対
象
外
）

▼
支
給
額
（
月
額
）
２
万
７
３
０
０
円

●
障
害
児
福
祉
手
当

▼
対
象　
在
宅
で
重
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
方
（
施
設
に

入
所
し
て
い
る
方
は
対
象
外
）

▼
支
給
額
（
月
額
）
１
万
４
８
５
０
円

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

▼
対
象　
身
体
ま
た
は
精
神
に
、
中
程

度
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
（
児
童
が

施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
対
象

外
）

▼
支
給
額
（
月
額
）
１
級
／
５
万
２
４

０
０
円
、
２
級
／
３
万
４
９
０
０
円

※
障
が
い
の
程
度
や
本
人
・
配
偶
者
な

ど
の
所
得
に
よ
っ
て
は
、
各
手
当
の
支

給
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
障
が
い
者
支
援
課（
☎
23
―
５
５
４

８
、

23
―
５
３
９
３
）

高
齢
者
等
住
宅
改
良
費
を

助
成
し
ま
す

在
宅
で
介
護
を
す
る
う
え
で
、
居
室
や

ト
イ
レ
な
ど
の
改
良
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
、
改
良
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者　
介
護
保
険
の
要
支
援
・
要

介
護
認
定
を
受
け
た
方
（
市
県
民
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
方
に
限
る
）

●
対
象
と
な
る
工
事

便
所
、
玄
関
、
居
室
等
の
段
差
解
消
、

滑
り
や
す
い
床
材
の
変
更
な
ど
（
介
護

保
険
の
住
宅
改
修
費
が
優
先
）

●
助
成
限
度
額　
対
象
経
費
の
額
の
３

分
の
２
か
53
万
３
０
０
０
円
の
い
ず
れ

か
少
な
い
額

●
申
込
期
限　
11
月
15
日
㈫

問
長
寿
社
会
課（
☎
23
―
５
１
５
６
、

23
―
５
０
１
２
）

（
☎
30
―
３
８
３
０
、

21
―
１
５
３

７
）

10



レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座

●
内
容　
チ
ェ
ア
ヨ
ガ
、
歌
体
操
な
ど

●
と
き　
７
月
４
日
㈪　
午
前
10
時
～

11
時
30
分

●
と
こ
ろ　
米
子
市
公
会
堂

●
参
加
費　
無
料

●
対
象　
米
子
市
に
在
住
、
在
勤
、
在

学
で
地
域
活
動
に
興
味
が
あ
る
方

●
申
込
方
法　
電
話
（
定
員
30
人
）

問
米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
23
―
５
４
５
５
）

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

（
１
日
コ
ー
ス
）

●
と
き　
７
月
10
日
㈰　
午
前
８
時
30

分
米
子
駅
集
合

●
行
き
先　
溝
口
方
面
（
と
っ
と
り
花

回
廊
）（
約
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

●
費
用　
Ｊ
Ｒ
往
復
６
６
０
円
、
入
園

料
一
般
８
０
０
円

※
参
加
申
込
不
要

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
23
―
５
４
２

６
、

23
―
５
４
１
４
）

申
ナ
リ
国
際
交
流
員
に
よ
る

韓
国
文
化
講
座

①
た
だ
い
ま
韓
国
旅
行

韓
国
の
観
光
案
内
資
格
を
生
か
し
て
旅

行
計
画
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

②
長
寿
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
作
り

子
ど
も
の
無
病
長
寿
を
願
う
カ
ラ
フ
ル

な
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
つ
く
り
ま
す
。

●
と
き

①
７
月
24
日
㈰　
午
後
１
時
～
３
時　

②
８
月
６
日
㈯　

（
１
回
目
）
午
後
２
時
～
２
時
50
分

（
２
回
目
）
午
後
３
時
～
３
時
50
分

（
３
回
目
）
午
後
４
時
～
４
時
50
分

（
４
回
目
）
午
後
５
時
～
５
時
50
分

●
と
こ
ろ　
①
米
子
市
立
図
書
館
２
階

多
目
的
研
修
室　
②
明
道
公
民
館
２
階

第
１
研
修
室

●
参
加
費　
無
料

●
定
員　
各
回
15
人

●
申
込
方
法　
Ｅ
メ
ー
ル
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
参
加
希
望
講
座
を
連
絡

※
②
は
４
人
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
参
加
可

※
②
は
第
一
希
望
と
第
二
希
望
を
連
絡

●
申
込
期
限　
６
月
30
日
㈭

●
対
象　
米
子
市
在
住
、
在
勤
の
方

盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・

介
助
員
養
成
講
習
会

●
と
き　
６
月
29
日
㈬
～
12
月
７
日
㈬

全
12
回
と
自
宅
学
習 

計
84
時
間

●
と
こ
ろ　
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー　
ほ
か

●
受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

●
申
込
方
法　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
込
み
ま
た
は

申
込
書
の
郵
送
（
申
込
フ
ォ
ー
ム
と
申

込
書
は
「
鳥
取
県
盲
ろ
う
友
の
会 

友

輪
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

●
申
込
期
限　
６
月
20
日
㈪
必
着

問
鳥
取
県
盲
ろ
う
者
支
援
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

●
内
容　
点
訳
、
誘
導
介
助
な
ど

●
と
き　
６
月
24
日
㈮　
午
前
10
時
～

11
時
30
分

●
と
こ
ろ　
ふ
れ
あ
い
の
里　
２
階

●
参
加
費　
無
料

●
対
象　
米
子
市
に
在
住
、
在
勤
、
在

学
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
方

●
申
込
方
法　
電
話
（
定
員
15
人
）

問
米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
23
―
５
４
５
５
）

催
し

原子力防災現地研修会（見学会）
放射線の基礎知識や、原子力防災、原発の安全対策な
どについて知っていただくため、原発の現地見学を含
む研修会が開催されます。
■と き　６月16日（木）午前９時～午後４時50分
■集合場所

▶西部総合事務所　午前９時（午後４時50分解散）
▶境港市文化ホール南側駐車場

午前９時40分（午後４時20分解散）
■行き先

島根県原子力防災センター、島根原子力発電所
■申込方法

ＦＡＸ、Ｅメール、郵便、電話
※住所、氏名（ふりがな）、電話番号、生年月日を連絡。
※一度に複数名申込み可。

■申込締切　６月10日（金）午後５時必着
■申込先・問い合わせ

〒 680-8570
鳥取市東町一丁目２７１
鳥取県危機管理局原子力安全対策課
☎ 0857-26-7973 0857-26-8805

genshiryoku-anzen@pref.tottori.lg.jp

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
催
し
が
中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
催
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
で
参
加

者
を
決
定
。
当
選
者
に
は
７
月
13
日
㈬

ま
で
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
。

問
ま
ち
づ
く
り
企
画
課（
☎
23
―
５
３

７
４
、

23
―
５
５
６
８
）

（
☎
30
―
３
８
３
０
、

21
―
１
５
３

７
）

11



募
集

就
業
構
造
基
本
調
査
の
調
査
員

就
業
構
造
基
本
調
査
は
、
就
業
・
不
就

業
の
実
態
を
調
査
し
、
我
が
国
の
就
業

構
造
を
全
国
だ
け
で
な
く
、
地
域
別
に

も
明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。

●
業
務
内
容　
事
務
打
ち
合
わ
せ
会
へ

の
出
席
、
調
査
対
象
世
帯
へ
の
調
査
説

明
・
依
頼
、
調
査
票
等
の
配
布
・
回
収
、

調
査
書
類
の
整
理
・
検
査

●
業
務
期
間　
８
月
中
旬
～
10
月
下
旬

●
募
集
期
間　
６
月
１
日
㈬
～
15
日
㈬

●
報
酬　
３
万
６
０
０
０
円
程
度

●
応
募
資
格　
原
則
、
20
歳
以
上
の
方

●
応
募
方
法　
総
務
管
財
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
面
談
を
行
い
ま
す
。

問
総
務
管
財
課（
☎
23
―
５
３
５
２
、

23
―
５
３
９
０
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子

７・８
月
入
所
生
（
離
職
者
対
象
）

【
７
月
入
所
生
（
離
職
者
対
象
）】

●
訓
練
科　
①
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習

付
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
加
工
技
術
科
（
７
か

月
訓
練
）
定
員
５
人　
②
電
気
設
備
施

工
科
（
６
か
月
訓
練
）
定
員
10
人　
③

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
（
６
か
月
訓

認
知
症
の
人
を
介
護
す
る

家
族
の
つ
ど
い

●
と
き　
６
月
14
日
㈫
、
７
月
12
日
㈫

　
午
前
10
時
～
正
午

●
と
こ
ろ　
米
子
市
立
図
書
館

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要　

問
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会 

鳥
取
県

支
部
（
☎
37
―
６
６
１
１
、

30
―

２
９
８
０
）

ベ
ー
シ
ッ
ク
ヨ
ガ
教
室

●
と
き　
６
月
28
日
㈫
～
９
月
13
日
㈫

毎
週
火
曜
日
（
計
12
回
）

い
ず
れ
も
午
後
７
時
30
分
～
９
時

●
と
こ
ろ　
米
子
市
文
化
活
動
館

●
講
師　
山
口
由
起
子
さ
ん

●
準
備　

運
動
で
き
る
服
装
、
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
、
飲
み
物
、
マ
ス
ク

●
受
講
料　
３
０
０
０
円

●
受
付
開
始
日　
６
月
６
日
㈪　
午
前

９
時
（
定
員
16
人
）

●
申
込
締
切　
定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
米
子
市
文
化
活
動
館（
☎
34
―
５
１

５
４
）

実
用
書
道
教
室

●
と
き　
６
月
27
日
㈪
～
10
月
３
日
㈪

毎
週
月
曜
日
（
計
12
回
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
と
こ
ろ　
米
子
市
文
化
活
動
館

●
講
師　
後
藤
渓
流（
文
平
）さ
ん

●
準
備　
習
字
道
具
一
式
、練
習
用
紙
、

マ
ス
ク

●
受
講
料　
３
０
０
０
円
（
別
途
手
本

代
１
０
０
円
必
要
）

●
受
付
開
始
日　
６
月
３
日
㈮　
午
前

９
時
（
定
員
12
人
）

●
申
込
締
切　
定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
米
子
市
文
化
活
動
館（
☎
34
―
５
１

５
４
）

織
物
教
室
入
門
講
座

●
と
き　
６
月
28
日
㈫
、７
月
12
日
㈫
、

７
月
26
日
㈫
、
８
月
９
日
㈫
、
８
月
23

日
㈫
、
９
月
13
日
㈫
の
計
６
回

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
と
こ
ろ　
米
子
市
文
化
活
動
館

●
講
師　
手
織
工
房
藍
慈
彩　
渡
辺
弘

子
さ
ん
、
渋
谷
淑
美
さ
ん

●
準
備　
糸
切
り
ハ
サ
ミ
、メ
ジ
ャ
ー
、

筆
記
用
具
、
マ
ス
ク

●
受
講
料　
６
０
０
０
円
（
材
料
費
別

途
必
要
）

●
受
付
開
始
日　
６
月
３
日
㈮　
午
前

９
時
（
定
員
12
人
）

●
申
込
締
切　
定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
米
子
市
文
化
活
動
館（
☎
34
―
５
１

５
４
）

放
送
大
学
10
月
入
学
生

●
出
願
期
間　
第
１
回
は
８
月
31
日
㈬

ま
で
、
第
２
回
は
９
月
13
日
㈫
ま
で

●
入
学
説
明
会　
８
月
７
日
㈰
、
９
月

４
日
㈰　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
、
午

後
２
時
～
の
２
回
。
要
事
前
申
込
。
場

所
は
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
。

問
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
８
５
２
―
28
―
５
５
０
０
）

練
）
定
員
15
人

●
訓
練
期
間　
①
７
月
１
日
㈮
～
令
和

５
年
１
月
30
日
㈪　
②
・
③
７
月
１
日

㈮
～
12
月
26
日
㈪

●
募
集
期
限　
６
月
15
日
㈬

【
８
月
入
所
生
（
離
職
者
対
象
）】

●
訓
練
科　
①
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習

付
産
業
技
術
科
（
７
か
月
訓
練
）
定
員

５
人　
②
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
加
工
技
術
科

（
６
か
月
訓
練
）
定
員
15
人

●
訓
練
期
間　
①
８
月
２
日
㈫
～
令
和

５
年
２
月
28
日
㈫　
②
８
月
２
日
㈫
～

令
和
５
年
１
月
30
日
㈪

●
募
集
期
間　
６
月
10
日
㈮
～
７
月
19

日
㈫

●
受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
等
は

実
費
）

●
申
込
先　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
（
☎
27
―

５
１
１
５
、

27
―
０
９
８
０
）　
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市営墓地の使用者を募集します
■南公園墓地（石井490番地、募集：37区画）

※市外に住所がある方の使用料・管理料は２倍。
地区 面積（㎡） 区画数 使用料（円） 管理料（円 /年）

特
8 4 350,400 3,520
10 3 438,000 4,400
12 2 525,600 5,280

A 6 5 210,000 2,640

新 A
6 1 210,000 2,640
8 2 280,000 3,520
10 1 350,000 4,400

50A 6 4 210,000 2,640
52A 6 4 210,000 2,640
53A 6 2 210,000 2,640
59A 5 4 175,000 2,200
61A 5 3 175,000 2,200

B
4 1 114,400 1,760
5 1 143,000 2,200

■北公園墓地（彦名町6566番地、募集：22区画）
※市外に住所がある方の使用料・管理料は1.5 倍
地区 面積（㎡） 区画数 使用料（円） 管理料（円 /年）
Ａ 5 10 525,000 4,400
B 5 3 525,000 4,400
C 4 4 420,000 3,520
D 4 2 420,000 3,520

E
4 2 378,000 3,520
5 1 472,500 4,400

■西ノ原墓苑（淀江町西原913番地、募集：７区画）
地区 面積（㎡） 区画数 使用料（円） 管理料（円 /年）
A 9.9 5 260,000 1,050
B 12 1 315,000 1,050
C 16 1 420,000 1,050

■申し込みできる方　次のいずれかの方
▶米子市に住所か本籍がある
▶市内にあるお墓を移転する

■申込期間　優先者（※）：６月２日（木）～８日（水）
一般 ：６月９日（木）～ 15日（水）

（※）焼骨をお持ちの方で、焼骨埋蔵場所困窮証明書を添
付された方

■提出書類
墓地使用許可申請書、焼骨埋蔵場所困窮証明書（焼骨をお
持ちの方のみ）、本人確認書類、印鑑

※今回の募集で申込みがなかった区画は、７月以降随時募
集（先着順）になります。

■問い合わせ・申し込み先
　建設企画課（☎２３－５５２９、 ２３－５３９６）

米
子
市
都
市
景
観
施
設
賞

●
募
集
対
象

▼
建
築
物
・
工
作
物
・
緑
化
施
設
等

次
の
①
～
③
を
す
べ
て
満
た
す
も
の

①
市
内
に
あ
り
、
平
成
元
年
度
以
降
に

新
築
・
改
築
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ

て
い
る　
②
公
共
の
場
か
ら
見
え
る
民

間
施
設　
③
関
係
法
令
、
所
定
の
手
続

き
を
受
け
て
い
る

▼
景
観
づ
く
り
の
部

市
内
で
、
平
成
元
年
度
以
降
に
景
観
づ

米
子
市
下
水
道
事
業

運
営
審
議
会
委
員

米
子
市
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水

施
設
の
使
用
料
や
下
水
道
事
業
の
運
営

全
般
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　
４
人
以
内

●
応
募
資
格　
令
和
４
年
６
月
１
日
現

在
、
満
18
歳
以
上
で
市
内
に
お
住
ま
い

か
、
通
勤
・
在
学
し
て
い
る
方

●
任
期　
委
嘱
日
～
令
和
６
年
３
月
31

日●
会
議　
平
日
の
昼
間
に
２
時
間
程
度

く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体

※
公
的
な
施
設
、
史
跡
・
文
化
財
、
神

社
・
仏
閣
、
国
・
県
・
市
か
ら
同
じ
趣

旨
の
表
彰
を
受
け
た
も
の
は
対
象
外
。

●
応
募
期
限　
９
月
20
日
㈫
必
着

※
ど
な
た
で
も
、
何
点
で
も
応
募
可
能

●
応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、持
参
、郵
送
、Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募
。

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

取
得
で
き
ま
す
。

問
建
築
相
談
課（
☎
23
―
５
２
９
３
、

23
―
５
３
９
４
）

の
会
議
を
、
案
件
に
よ
り
年
に
２
回
か

ら
５
回
程
度
開
催
す
る
予
定

●
応
募
方
法　
委
員
に
応
募
す
る
理
由

ま
た
は
動
機
に
つ
い
て
、
４
０
０
字
程

度
に
ま
と
め
、
応
募
申
込
書
と
一
緒
に

直
接
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募
。

●
選
考
方
法　
書
類
選
考

※
応
募
申
込
書
は
下
水
道
企
画
課
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

●
応
募
期
限　
６
月
30
日
㈭
必
着

問
下
水
道
企
画
課（
☎
34
―
１
３
８
２
、

34
―
７
５
２
２
）
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有

料

広

告

地震に備
えて…

お住まいの家を耐震診断して
改修を考えてみませんか

米子市から建築士を派遣し、無料で耐震診断を
行います。診断終了後には、報告書をお渡しし
ます。今年度から対象になる住宅の範囲を拡大
しました。ぜひ耐震診断をして、住宅が地震
に対してどのくらい耐えられるか確認しましょ
う。診断の結果、地震に対して耐えられないと
判定された場合、その後の耐震化のためにさま
ざまな補助制度を設けています。
※耐震診断から改修工事までのくわしい内容は

市ホームページをご確認ください。
■対象　次の①～④をすべて満たす住宅

①米子市内に建築されており、現に居住して
いるもの（居住予定含む）

②木造の一戸建て住宅で、延べ床面積が 280
㎡以下のもの

③平成12年５月31日以前に建築されたもの
※ただし、平成12年６月１日以降の増築が

ないもの
④在来軸組工法または枠組壁工法で建築され

たもの
■木造住宅耐震診断事業の流れ（予定）

▶６月～　申込募集期間
▶９月～　派遣建築士の決定
▶ 10 月～２月　耐震診断調査実施
▶３月　耐震診断結果のお渡し

■申請期間　6 月 1 日（水）～ 11月30日（水）
※先着順。予算に達し次第、終了。

■申請先・問い合わせ　
建築相談課（☎ 23-5227、 23-5394）

ブロック塀の撤去改修費用の
一部を補助します！

道路沿いに面し、安全対策が必要なブロック塀
の撤去およびブロック塀撤去後の軽量なフェン
ス等への改修費用の一部を補助します。
■補助金額

▶ブロック塀撤去の補助金額　最大30万円
▶フェンス改修の補助金額　最大20万円
※補助金額は、撤去するブロック塀の長さ、

改修するフェンスの長さ、工事金額によっ
て決定されます。

■対象　次の①～③をすべて満たすブロック塀
①米子市内にあり、道路に面するブロック塀

のうち、安全対策が必要なもの（例：基礎・
控壁がない、鉄筋が入っていないものや傾
き、ひび割れ、ぐらつきのあるもの）

②道路面からの高さが60cmを超えるもの
③補助を受けて撤去したブロック塀の代わり

に新設するフェンス等
■申請期間　6 月 1 日（水）～ 11月30日（水）

※先着順。予算に達し次第、終了。
※工事（契約）前に補助金の申請が必要です。

申請にあたっては、事前にご相談ください。
■申請先・問い合わせ　

建築相談課（☎ 23-5227、 23-5394）
■その他の助成事業

米子市では、その他にもさまざまな建築関係
の助成事業を行っています。各事業のくわし
い内容は、市ホームページをご確認ください。
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